
Sakana Marlinの知財実務適用評価レポート

エグゼクティブサマリ

Sakana Marlinは、Sakana AIが2026年6月15日に正式提供を開始した同社初の商用プロダクトであり、法人
向けの自律型リサーチアシスタントとして位置づけられています。利用者が調査テーマを与え、短い対話で調
査目的を精緻化した後は、最大約8時間にわたって自律的に仮説立案・情報収集・検証を反復し、サマリース
ライドと詳細レポートを生成する設計です。Sakana AIはこれを「Virtual CSO」と表現し、CSOと少人数チー
ムが数週間かける戦略調査を数時間に圧縮することを目標に掲げています。

技術的には、MarlinはSakana AIの長期推論技術、AB-MCTS、The AI Scientist系の自律ワークフロー知見、
複数モデルの最適制御を背景にしています。AB-MCTSは、探索木の各ノードで「新しい候補を広げるか」
「既存候補を深掘りするか」を外部フィードバックに応じて適応的に選ぶ推論時スケーリング手法で、
OpenReview論文では repeated sampling や conventional MCTS を上回ると報告されています。製品ページ
も、Marlinが仮説立案→探索→検証を自律的に繰り返し、数百〜数千回規模の仮説検証を行うと説明してい
ます。

知財実務への適用可能性は、「公開情報に基づく前工程の重い調査」を自動化する道具としては高く評価で
きます。特に、技術・市場・規制・競合の俯瞰、先行技術候補の初期洗い出し、無効理由の仮説設計、侵害
調査の公開Web証拠の探索補助には有効です。しかし、J-PlatPat等の官公庁・公的DBを軸とする正式な先行
技術調査、FTO判断、クレーム解釈、侵害結論、無効審判請求書や鑑定書の最終化は、Marlin単独では不足で
す。理由は、公開資料上、特許DB専用コネクタ、構造化検索、決定論的再実行、監査ログ輸出、厳格な証拠
パッケージ生成が未公開であり、かつJPO実務では証拠説明書や立証趣旨、原本性・頒布時期等の整理が別
途必要だからです。さらに、弁護士法72条や弁理士法75条の観点からも、最終的な法的評価と対外提供は有
資格者の責任下で行う必要があります。

最重要リスクは、機密性とデータ利用条件の不透明さです。公式FAQは「明示的オプトインがない限り入力
データを学習に使わない」と説明する一方、Privacy Policyは prompts・uploaded content・outputs を収集
対象に含め、available opt-out settings を前提に train, fine-tune, evaluate and improve our models と記載
しています。加えて、authorized vendors and service providers として LLM aggregators を含む外部委託先
への開示、日本および米国へのデータ移転可能性、保持期間の個別未特定も明記されています。知財部門・
法律事務所・弁理士事務所が扱う営業秘密、発明相談メモ、未公開出願案、個人情報を考えると、この点は
PoC前に契約で上書き確認すべき論点です。

論点 結論

総合評価
Marlinは「公開情報ベースの重調査を前倒しする道具」として有望ですが、知財判断・証
拠化・提出行為を代替する道具ではありません。

向いてい
る業務

技術・市場・規制・競合の俯瞰、先行技術候補の初期探索、無効理由の仮説整理、公開
Web上の侵害兆候探索、商標・意匠の使用実態調査の前工程。

向かない
業務

FTO結論、侵害鑑定、審判・訴訟提出物の最終化、出願書類作成の実質代行、社内非公開
データのみで完結する調査。

最大の強
み

長時間の自律探索、仮説分岐と検証、レポート・付録・参考文献・スライドまで含む納品
形式、事実と解釈の切り分け。
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論点 結論

最大の懸
念

データ利用ポリシーの読み分かれ、公開資料中心ゆえの証拠性不足、特許DB専用統合の未
公開、セキュリティ実装詳細の不足。

公開仕様と未公開項目の整理

Marlinの公開仕様は、製品ページ、正式リリース、βリリース告知、Privacy Policy、公開サンプルPDFを通じ
てかなりの部分を把握できます。他方で、知財実務で導入審査に必要な API/SDK、特許DB統合、SSO/
RBAC、保持期間、監査ログの詳細は公開資料だけでは埋まりません。したがって、「公開Webに強い長時間
リサーチSaaS」として保守的に理解するのが実務的です。

項目 公開仕様の整理 実務上の意味

サービ
スの位
置づけ

2026年6月15日開始のSakana AI初の商用プロダクトで、法
人・団体・個人事業主向けのB2Bサービスです。

プロ向け設計であり、一般
消費者向けの簡易チャット
とは異なる前提で評価すべ
きです。

起動方
法

自然言語でテーマを入力し、短い対話で狙いを精緻化した
後、以後は人の介入なく完走します。

調査依頼票をきちんと書け
る組織ほど品質が上がるタ
イプです。

探索時
間

目安は約8時間、最大約8時間。リアルタイム応答型ではな
く、キャンセルしてもクレジットは消費されます。

締切直前の即応業務より、
半日〜翌日単位の重調査に
向きます。

推論戦
略

AB-MCTSにより仮説立案→探索→検証を自律反復し、複数仮
説を比較したうえで示唆を返す設計です。AB-MCTS論文は
幅・深さの適応探索と Thompson Sampling を説明していま
す。

単一回答の“一発勝負”よ
り、論点分岐のある知財
テーマと相性が良いです。

情報収
集の中
心

製品ページは Web探索 と鮮度の高い情報を明示し、Q3では
「公開情報を統合して仮説検証を行う調査」に強いと説明し
ています。

公開ソース中心の調査には
向く一方、非公開社内資料
だけの案件には不向きで
す。

PDF参
照能力

サンプルレポートは官公庁PDFやFATF PDF等を参考文献とし
て多数挙げています。Privacy Policyは uploaded content を
処理対象にも含めますが、対応形式やOCR仕様は未公開で
す。

少なくともWeb上PDFの参
照はしているとみられます
が、アップロード型PDF解
析の仕様確認は別途必要で
す。

出力形
式

サマリースライドと詳細レポートを生成し、公式英語版は
「up to a hundred pages」と述べています。製品ページは本
文・付録・参考文献・報告用スライドまで自動生成すると説
明します。

“読める成果物”としては強
力ですが、JPO様式やク
レームチャート様式は別途
整形が必要です。

証拠ト
レイル

公開サンプルPDFは出力時刻、本文中の参照番号、Sources一
覧、Appendix、さらに「事実と解釈の区別」まで備えていま
す。表紙には「生成物は必ずしも正しいとは限らない」との
注意書きもあります。

報告書レベルの可検証性は
ある一方、法廷・審判向け
の完全な証拠連鎖ではあり
ません。
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項目 公開仕様の整理 実務上の意味

基盤モ
デル

正式リリースは「オープンなエコシステム」「複数モデルの
最適制御」と説明しますが、Marlin本番環境のモデル構成は
未公開です。AB-MCTS研究ブログは2025年時点の実験で o4-
mini、Gemini-2.5-Pro、DeepSeek-R1-0528 の組合せを使い
ました。

調達審査では、研究デモの
モデル名をそのまま本番仕
様とみなしてはいけませ
ん。

料金

従量課金は追加クレジット¥98/credit、1実行100 credits、
Proは¥150,000/月で2,000 credits、Teamは¥400,000/月で
6,000 credits、Enterpriseは個別見積です。支払はStripeの
カード決済で、適格請求書に対応します。

1実行あたりの単価は低くな
く、試行錯誤の多い知財案
件では運用設計が必要で
す。

苦手領
域

公開情報がほぼないニッチ領域、秒単位のリアルタイム用
途、社内非公開データのみの調査は現状不向きと公式FAQが
明言します。

秘密情報中心の出願前検討
や、差止仮処分直前の秒単
位監視には向きません。

利用者
の評価

公式ユーザーボイスでは、一次情報の量と質、表やグラフ、
追加調査観点の自動提案が評価されています。SBbitのハンズ
オン記事では60〜80件の参照元を含むレポートと、役割分担
されたエージェント群の連携が報告されています。

品質ポテンシャルは高いで
すが、これは公開広報ベー
スの観察であり、案件ごと
の差は残ります。

知財導入の観点で特に重要なのは、公開資料では未公開の事項が少なくない点です。公開ページ・FAQ・
Privacy Policy・サンプルPDFを確認した範囲では、公開API/SDK、J-PlatPatやEspacenet等の専用コネク
タ、SSO/SAML/SCIM、権限の粒度、監査ログのエクスポート、保存期間の具体値、顧客専有環境、再実行の
決定論性は確認できませんでした。このため、知財部門では PoC 前にRFPで確認する前提が必要です。

また、料金は公開クレジット条件だけで単純計算すると、従量課金は概ね 1実行¥9,800、Proは 16件/月程度
から従量課金より有利、Teamは 41件/月程度から従量課金より有利 になりやすい計算です。もっとも、知財
用途では“何件回すか”よりも“1件あたり何回リライト・再探索するか”がコストを左右するため、案件数では
なく実行回数で管理する運用が必要です。

技術評価と知財実務とのギャップ

以下の表は、依頼事項で指定された評価軸ごとに、Marlinの公開仕様を知財実務の要求水準と突き合わせた
ものです。結論を先に言えば、Marlinは「長時間の公開情報探索」と「論点設計」には強い一方、「専用DB
による厳密検索」「再現可能な証拠化」「専門職責任を伴う最終判断」にはギャップが残る、という評価に
なります。

評価軸 Marlinの公開仕様 知財実務の要求水準 評価

自律探索
時間

約8時間が目安で、即時応答型では
ありません。途中キャンセル可です
がクレジットは消費されます。

期限に余裕のある技術俯瞰や規制調査
には十分。ただし、審判・訴訟期限直
前や緊急差止対応ではSLAの明確性が
不足します。

条件付き
適合

推論戦略

仮説立案→探索→検証をAB-MCTSで
反復。論文上は幅と深さの探索を適
応的に切替え、外部フィードバック
を使います。

無効理由や侵害仮説を複数並行で洗う
前工程には有効。ただし、請求項解釈
や法的当てはめには専門ルールが別途
必要です。

高適合
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評価軸 Marlinの公開仕様 知財実務の要求水準 評価

情報収集
能力

公開情報統合とWeb探索に強く、鮮
度の高い情報を複数戦略軸で分析す
ると説明。サンプルはPDFソースも
多用。

知財の中核はJ-PlatPat等の構造化
DB、法的状態、固定アドレス、公報
原本です。Marlinの専用DB接続は公開
情報では未確認。J-PlatPat側は無料
で豊富な検索・閲覧機能と固定アドレ
スを提供しています。

中適合

更新頻
度・知識
カットオ
フ

製品は fresh, up-to-date
information とWeb探索を前提にし
ますが、基盤モデルの知識カットオ
フや更新サイクルは未公開です。

先行技術・法律状態・審決は日次〜週
次の更新確認が必要。J-PlatPatは国
内文献が平日15時以降更新、外国文献
等は夜間更新です。

中適合

出力形式

レポート、付録、参考文献、サマ
リースライド。公式英語版は最大
100ページ級、サンプルは82ペー
ジ。

知財実務では、これに加えて証拠説明
書、クレームチャート、頒布時期立
証、提出様式が必要です。JPOの実務
ガイドも立証趣旨一覧や説明資料の準
備を求めています。

中適合

再現性・
説明可能
性

サンプルは出力時刻、引用番号、
Sources一覧、Appendix、「事実と
解釈の区別」を持ちます。反面、決
定論的再実行、探索ログ出力、seed
固定は公開されていません。

監査・再提出・争訟では「同じ結論に
どう至ったか」を辿れる必要がありま
す。AI事業者ガイドラインも検証可能
性の確保、事後検証のための作業記録
保存、アーキテクチャ文書化を求めま
す。

部分適合

セキュリ
ティ・ア
クセス制
御

Privacy Policyは access controls、
従業員教育、委託先監督を記載。
Team/EnterpriseやDedicated
supportはあるものの、SSO/RBAC/
SOC2/ISO等の実装詳細は公開確認
できません。

法律・知財案件では、ワークスペース
分離、権限細分化、監査ログ、保存制
御が通常必要です。公開情報だけでは
高機密案件の稟議材料として不足しま
す。

低〜中適
合

プライバ
シー

FAQは「明示的オプトインがない限
り学習しない」と説明しますが、
Privacy Policyは opt-out settings を
前提に学習・改善利用を記載し、外
部LLM集約事業者や米国移転も示し
ます。

個人データや発明相談情報を扱うな
ら、越境移転時の情報提供・同意、委
託統制、保持条件の確認が必要です。
PPC FAQも外国第三者提供時の説明事
項を具体化しています。

高リスク

コストモ
デル

クレジット制で、1実行100
credits。Pro/Teamはいずれも月額
＋追加クレジットの構成です。

先行技術調査やFTOは反復試行が多
く、実行回数が増えやすい。単発の重
調査には適するが、多段の検索→修正
→再探索にはコスト制御が要ります。

案件選別
が前提

運用要件

「AIが考え、あなたが決める」と明
示し、意思決定自体は人に残す思想
です。βで長時間タスクの安定性強
化も行われました。

知財では、リサーチャー、弁理士・弁
護士、証拠担当、情報セキュリティ担
当のレビュー導線が必要です。AI事業
者ガイドラインもAIリテラシー確保と
ステークホルダー説明を求めます。

人間監督
必須
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評価軸 Marlinの公開仕様 知財実務の要求水準 評価

法的コン
プライア
ンス

Marlin自体はB2Bリサーチサービス
であり、法的専門サービスとしての
位置づけは公表していません。

弁護士法72条は非弁護士の有償法律事
務を禁止し、法務省資料は弁護士が自
ら精査・修正して使う場合は違反しな
いと整理しています。弁理士法75条
は、無資格者による報酬を得た代理・
鑑定・書類作成を制限します。

内部補助
なら可、
外部最終
提供は不
可

知財実務の観点で最も重要な示唆は、Marlinは「証拠指向の調査エンジン」ではなく、「論点形成付きのリ
サーチ自動化エンジン」として使うべき、という点です。公式サンプルは事実と解釈を分け、引用とSources
を整備しており、一般的なチャットAIより一歩進んだ説明可能性を持ちます。しかし、そのまま審判・訴訟の
証拠束になるわけではなく、J-PlatPat固定アドレス、公報PDF、頒布時期資料、証拠説明書への落とし込み
は依然として人間側の仕事です。

知財業務への適用可否マトリクス

以下の記号で評価します。◎ は主力補助に適する、○ は条件付きで有効、△ は前工程限定、× は単独運用不
適です。判断の基準は、Marlinの公開情報中心性、J-PlatPat等の公的DB要件、JPO手続の証拠要求、弁護士
法・弁理士法の業務独占規制です。

知財業務
適合
度

推奨する使い方 主な制約

技術・市場・
規制の俯瞰調
査

◎

技術トレンド、規制動向、競合
の公開活動、標準化動向の前提
整理をMarlinに担当させる。

公開情報偏重。最終判断には公的原典の
再確認が必要です。

競合企業・出
願人プロファ
イリング

◎
企業の事業戦略、採用、提携、
製品ロードマップ、ニュースの
統合に有効です。

持株会社・関連会社整理、権利主体確認
は別途人手で必要です。

先行技術候補
の初期探索

○
発明の特徴分解、検索語生成、
関連規格・論文・プレス・製品
文書の候補出しに使う。

公的DBの構造化検索やリーガルステータ
ス確認はJ-PlatPat/Espacenetでやり直す
必要があります。

無効審判準備
の論点整理

○
無効理由の仮説、引用例候補の
筋道、時系列整理、争点一覧の
叩き台作成に有効です。

証拠説明書、頒布時期立証、引用例の真
正・同一性確認は人手必須です。

商標・意匠の
使用実態調査

○

EC、広報、カタログ、ニュー
ス、SNS周辺の公開使用実態や
混同状況の探索補助に使う。

画像比較の最終判断、公報同士の厳密比
較、称呼・観念評価は専門家判断が必要
です。

侵害調査の公
開Web証拠収
集

○

被疑侵害品の製品ページ、仕様
説明、ニュース、販促資料、販
売チャネルの探索に有効です。

証拠保全、取得時刻、スクリーンショッ
ト真正性、購入調査は別ワークフローが
要ります。
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知財業務
適合
度

推奨する使い方 主な制約

著作権・コン
テンツ類似の
公開状況調査

△
類似コンテンツの存在確認や出
所候補の洗い出しには使えま
す。

類似性・依拠性の最終評価や引用適法性
判断は文化庁資料と個別事案の法的検討
が必要です。

FTO判断・侵害
結論・クレー
ム解釈

△
争点の見取り図、想定論点、補
助質問の生成まで。

特許DB専用統合の未公開、法的当てはめ
の高度性、業務独占規制のため、最終結
論は人間専門家が必須です。

鑑定書・無効
審判請求書・
出願書類の最
終版

× 叩き台の論点整理までに限定。

弁護士法72条、弁理士法75条、JPO実務
の観点から、単独生成物をそのまま外部
提出・対価取得に使う構成は不適です。

営業秘密・社
内限定調査

×
に近
い
△

公開情報部分だけを切り出した
補助用途なら可。

公式FAQが「社内非公開データのみで完
結する調査」に不向きと明示し、秘密情
報管理上の負荷も高いです。

Marlinを無効審判準備の前工程に限定して組み込む場合の推奨フローは次のとおりです。ポイントは、Marlin
に「公開情報の広い探索」と「無効仮説の構造化」を担当させ、J-PlatPat・公報原本・頒布時期立証・証拠
説明書から先は人間の標準作業に戻すことです。

実務上もっとも勝ち筋があるユースケースは、「先行技術候補の発見」よりも「先行技術を探すための視点
と検索語の設計」です。Marlinは公開情報から、競合呼称、代替用語、標準規格名、学術キーワード、規制語
彙、周辺製品の呼び名をまとめてくれるため、その結果をJ-PlatPatや外国DBの検索式に落とすと、手探り検
索より初速が上がります。逆に、Marlinにそのまま「このクレームは無効」と最終結論を求める使い方は、証
拠・法的評価・業務独占の三点で危険です。

リスク評価と推奨設定・運用ポリシー

Marlin導入のリスクは、単なる精度問題に尽きません。知財実務では、機密性、証拠性、責任、データ出
所、著作権、業務独占規制が同時に動きます。特に、Sakana Marlin自身が「重要な情報は確認するようにし
てください」とサンプルの表紙で明示している点は重く、導入設計の中心は“AIをどう信じるか”ではな
く、“AI出力をどう検証・封じ込めるか”に置くべきです。
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いいえ

はい

調査テーマ入力 Marlinが目的と論点を短い
対話で精緻化 最大約8時間の自律探索 レポート・付録・参考文献

・スライド生成 知財提出物に使うか

社内インテリジェンスとし
て活用

J-PlatPat・Espacenet等で
一次資料を再取得

公報PDF・固定アドレス・
頒布時期資料を保存

証拠説明書・クレームチャ
ート・論点表を作成

弁理士・弁護士が法的評価
と文案修正

審判・訴訟・鑑定の最終提
出判断
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優
先
度

リスク 何が起こるか 緩和策

最
優
先

データ利
用条件の
齟齬

FAQはオプトイン時のみ学習と述べる一
方、Privacy Policyは opt-out settings 前
提で学習・改善利用を記載します。社内で
無害と思って入れた情報が、契約上の読み
方次第で問題化するおそれがあります。

契約で no training / no retention
beyond support / subprocessor
disclosure / deletion SLA を明記し、
FAQではなく契約本文を優先させる。

最
優
先

機密情
報・個人
情報の外
部送信

Privacy Policyは prompts、uploaded
content、outputs、外部LLM集約事業
者、米国移転可能性を明記しています。
PPCも外国第三者提供時の説明事項を詳細
化しています。

公知情報限定PoC から始め、クライア
ント名、発明相談メモ、未公開草案、
発明者個人情報は初期段階では入力禁
止。秘密情報案件は Enterprise 契約締
結後に限定。

最
優
先

証拠性の
不足

Marlinは報告書・参考文献を出せますが、
JPO実務では証拠説明書、立証趣旨、頒布
時期資料、真正・同一性が別途必要です。

レポート採用時は、原典PDF保存、J-
PlatPat固定アドレス保存、取得時刻
記録、証拠説明書作成 を必須化する。

最
優
先

非弁・非
弁理士境
界と責任
所在

弁護士法72条、弁理士法75条の観点か
ら、AI出力を無資格者がそのまま対価取得
型の法的サービスに使う構成は危険です。
法務省資料も、弁護士が自ら精査・修正す
る利用を前提にしています。

外部提出物・鑑定・法的評価は 弁護
士/弁理士の署名レビュー を必須に
し、AI単独や補助員単独での対外利用
を禁止する。

高

幻覚・誤
引用・二
次資料混
入

公式は一次情報志向を訴求する一方、公
開サンプルにはPRTimesやベンダー資料
等の二次ソースも混在します。

Promptで「一次情報優先、二次情報
は別表」を指定し、成果物を「原典確
認済」「参考」タグで色分けする運用
にする。

高

セキュリ
ティ実装
のブラッ
クボック
ス

access controls 等の一般論はあるもの
の、SSO、RBAC、ログ輸出、暗号鍵管
理、監査証跡の詳細は公開されていませ
ん。

調達チェックリストで SSO/SAML、権
限粒度、ログAPI、保存先、暗号化、
監査対応 を確認し、未回答なら高機密
案件には使わない。

中
再現性の
不足

AB-MCTSとWeb探索の性質上、同じテー
マでも別日に探索経路や引用先が変わる
可能性があります。これは推定ですが、設
計上自然です。

Matter単位で prompt、対話履歴、実
行日、出力時刻、採用ソース一覧 を保
存し、報告書そのものも版管理する。

中
著作権・
引用逸脱

出力に引用や図表が含まれる場合、著作
権法32条の引用要件や文化庁のガイダン
スを外れると転載リスクが生じます。

外部配布版では 長文引用禁止、図表は
原則再作図、原文抜粋は必要最小限 と
し、出典明記をチェック項目化する。

中
コスト膨
張

長時間探索に向く反面、先行技術調査の
ような再探索が多い案件では実行回数が
膨らみます。キャンセル時もクレジット消
費です。

Matterごとに 投入回数の上限 を定
め、同じ案件で3回以上回す場合は責
任者承認にする。
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上のリスクを前提に、知財部門・法律事務所向けには次の運用ポリシーが妥当です。これは公開仕様の不足
を補うための保守的な標準設定です。

ポリシー
項目

推奨設定

利用対象
案件

PoC段階は公知情報中心の案件のみ。技術俯瞰、競合調査、規制調査、無効仮説設計に限定
する。

入力禁止
情報

未公開発明内容、出願予定クレーム、発明者の個人情報、依頼者識別情報、ライセンス交渉
方針、営業秘密本文。

プロンプ
ト標準

「一次情報を最優先」「官公庁、公報、規格書、論文、裁判所文書を優先」「二次情報は別
表」「事実と解釈を分ける」を必須記載にする。

監査ログ
調査テーマ、初期対話、実行日時、担当者、採否、再確認済み原典一覧、最終レビュー者を
案件台帳に保存する。AI事業者ガイドラインの検証可能性・作業記録保存の考え方に沿う。

原典保存
J-PlatPat固定アドレス、公報PDF、Web原文PDF、取得時スクリーンショットを案件フォル
ダへ保存する。

保持期間
ベンダー側は最短・契約優先、社内側は案件管理規程に合わせて保存。ただし、引用元原典
のほうを成果物より重視して保存する。

検証プロ
トコル

三段階 が良いです。第一に出典実在確認、第二に引用内容一致確認、第三に法的 relevance
の専門家確認。

対外利用
ルール

外部提出物、鑑定、警告状、無効審判・訴訟書面への転用は、弁護士/弁理士レビュー完了
後のみ可 とする。

著作権対
応

原文長文転載を避け、図表は再作図中心、必要な引用は法32条の範囲に抑える。

導入ロードマップと必要な社内体制

導入ロードマップは、いきなり知財判断や外部提出に使うのではなく、公知情報中心の前工程調査から始め
るべきです。Marlin自身が「公開情報を統合して仮説検証する調査」に強く、「社内非公開データのみ」で完
結する調査は不向きと明言していること、さらにAI事業者ガイドラインがリスクベース・検証可能性・AIリテ
ラシー・情報提供を重視していることからも、この段階導入が最も合理的です。

必要な体制は、プロンプトが書ける担当者だけでは足りません。知財で重要なのは、検索語設計、原典性確
認、法的 relevance 判定、証拠化、情報管理の五点です。そのため、最低でも次の役割分担を置くのが安全
です。AI事業者ガイドラインが求めるAIリテラシー確保、作業記録保存、関連ステークホルダーへの情報提供
の観点からも、単独担当よりチーム運用が望ましいです。
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契約確認・データ分類・利用禁止情報定義

監査ログ様式・検証手順の策定

公知情報案件での試行運用

原典保存とレビュー工数の計測

先行技術候補探索と無効仮説設計へ拡張

J-PlatPat連携の標準作業化

対外利用禁止線・承認線の明文化

部門限定本番運用と四半期レビュー

統制設計

PoC

パイロット

本番化

PoCから本番化までの推奨ロードマップ
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役割 必要スキル 主な責任

事業オーナー
知財戦略、案件優先順位付
け

使う案件と使わない案件の線引き、費用対効
果判断

知財リサーチ担当
特許検索、規格・論文・規
制の読解

調査テーマ設計、Marlin出力の一次仕分け、
検索語展開

弁理士 明細書、審判、JPO実務
先行技術・無効理由・出願文書・対外文書の
最終レビュー

弁護士 紛争・契約・非弁論点
侵害判断、警告・交渉、弁護士法72条リス
ク統制

セキュリティ/プライバ
シー担当

DPA、越境移転、秘密管理 契約審査、入力禁止情報管理、監査ログ設計

ナレッジ/運用管理担当
文書管理、テンプレート設
計

Prompt標準、レビュー表、原典保存庫、教
育運用

本番化の判断基準は、精度の良し悪しだけでなく、再確認工数が削減できるかで見るべきです。たとえば、
Marlinが作るレポートそのものが完璧でなくても、検索語、論点表、候補資料、規制の抜け漏れチェックが
安定して改善されるなら、知財部門の前工程工数は十分に削減できます。逆に、毎回の出典再確認に通常以
上の時間がかかるなら、本番化の価値は下がります。

参考情報と優先参照元

優先度が最も高いのは、Sakana AI公式リリース、製品ページ、βリリース、Privacy Policy、公開サンプル
PDF、AB-MCTSの公式解説と一次論文、The AI Scientist の Nature 論文です。次に、SBbit のハンズオン記
事を補助ソースとして使い、技術の根拠と運用・法務論点については J-PlatPat/INPIT、JPO審判資料、法務
省資料、METIのAI事業者ガイドライン、METIの営業秘密管理指針、PPC、文化庁、e-Gov法令を優先参照す
るのが妥当です。

[公式]
https://sakana.ai/marlin-release/
https://sakana.ai/marlin/
https://sakana.ai/marlin-beta/
https://marlin.sakana.ai/privacy-policy?lang=ja
https://sakana.ai/ab-mcts-jp/
https://openreview.net/forum?id=jAsr5GHt3P
https://www.nature.com/articles/s41586-026-10265-5

[補助ソース]
https://www.sbbit.jp/article/cont1/185772

[知財DB・JPO実務]
https://www.inpit.go.jp/j-platpat_info/index.html
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/html/c0300/index.html?version=20260529
https://www.jpo.go.jp/faq/yokuaru/shinpan/document/index/08.pdf
https://www.jpo.go.jp/system/trial_appeal/general-koto/document/koutou_shinri/
koutou_kaitei.pdf
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https://sakana.ai/assets/marlin/%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BAAI%E3%82%A8%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%83%88%E5%B8%82%E5%A0%B4%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%97%20%E2%80%95%20%E5%B0%8E%E5%85%A5%E3%81%AE%E8%AA%B2%E9%A1%8C%E3%80%81%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%83%BC%E3%80%81%E6%A9%9F%E4%BC%9A%E9%A0%98%E5%9F%9F.pdf
https://sakana.ai/marlin-release/


https://www.jpo.go.jp/system/trial_appeal/document/sinpan-binran/51-07.pdf

[AIガバナンス・秘密管理・個人情報]
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/pdf/20260331_1.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/economy/chizai/chiteki/trade-secret.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/chiteki_zaisan/fusei_kyoso/pdf/027_03_01.pdf
https://www.ppc.go.jp/all_faq_index/faq2-q5-8
https://www.ppc.go.jp/all_faq_index/faq1-q12-1

[著作権・法令]
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/pdf/94037901_01.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/chosakuken/seisaku/r06_02/pdf/94089701_05.pdf
https://laws.e-gov.go.jp/law/345AC0000000048
https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/meeting/wg/2501_06ai/260109/ai06_05.pdf
https://www.jpo.go.jp/resources/shingikai/sangyo-kouzou/shousai/benrishi_shoi/document/
seisakubukai-03-shiryou/shiryou_2.pdf

総括すると、Sakana Marlinは知財実務の「調査の重い前工程」を大きく削る可能性があるが、知財実務そ
のものを自律化する製品ではない、というのが現時点の最も実務的な判断です。PoCの成功条件は、Marlinの
品質そのものよりも、一次資料への再接続、証拠保存、専門家レビュー、機密統制をワークフローに埋め込
めるかどうかにあります。公開情報案件から始め、J-PlatPat・JPO実務・専門職責任のレイヤーを明確に残
す導入であれば、知財部門にとって十分に投資検討に値します。

https://sakana.ai/marlin-release/
https://sakana.ai/marlin-release/

https://sakana.ai/ab-mcts-jp/
https://sakana.ai/ab-mcts-jp/

https://
sakana.ai/marlin/
https://sakana.ai/marlin/

https://sakana.ai/assets/marlin/
%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%B3%E5%8C%96%E6%B1%BA%E6%B8%88%E3%81%AE%E6%9C%80%E5%89%8D%E7%B7%9A.pdf
https://sakana.ai/assets/marlin/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%B3%E5%8C%96%E6%B1%BA%E6%B8%88%E3%81%AE%E6%9C%80%E5%89%8D%E7%B7%9A.pdf

https://sakana.ai/assets/marlin/
%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BAAI%E3%82%A8%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%83%88%E5%B8%82%E5%A0%B4%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%97%20%E2%80%95%20%E5%B0%8E%E5%85%A5%E3%81%AE%E8%AA%B2%E9%A1%8C%E3%80%81%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%83%BC%E3%80%81%E6%A9%9F%E4%BC%9A%E9%A0%98%E5%9F%9F.pdf
https://sakana.ai/assets/marlin/%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BAAI%E3%82%A8%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%83%88%E5%B8%82%E5%A0%B4%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%97%20%E2%80%95%20%E5%B0%8E%E5%85%A5%E3%81%AE%E8%AA%B2%E9%A1%8C%E3%80%81%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%83%BC%E3%80%81%E6%A9%9F%E4%BC%9A%E9%A0%98%E5%9F%9F.pdf

https://www.inpit.go.jp/j-platpat_info/index.html
https://www.inpit.go.jp/j-platpat_info/index.html

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/html/c0300/index.html?version=20260529
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/html/c0300/index.html?version=20260529

https://www.jpo.go.jp/system/trial_appeal/general-koto/document/koutou_shinri/koutou_kaitei.pdf
https://www.jpo.go.jp/system/trial_appeal/general-koto/document/koutou_shinri/koutou_kaitei.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/pdf/20260331_1.pdf
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/ai_shakai_jisso/pdf/20260331_1.pdf
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https://sakana.ai/assets/marlin/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%B3%E5%8C%96%E6%B1%BA%E6%B8%88%E3%81%AE%E6%9C%80%E5%89%8D%E7%B7%9A.pdf
https://sakana.ai/assets/marlin/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%B3%E5%8C%96%E6%B1%BA%E6%B8%88%E3%81%AE%E6%9C%80%E5%89%8D%E7%B7%9A.pdf
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